
春日井市高齢者賃貸住宅住み替え助成金交付要綱 

 

 （目的） 

第１条 この要綱は、賃貸住宅における日常生活に支障がある高齢者

世帯に対し、日常生活を容易にするための住み替えに要する費用の

一部を助成することにより、高齢者の福祉の向上を図ることを目的

とする。 

 （対象） 

第２条 助成金の交付の対象となる世帯は、市内のエレベーターが設

置されてない賃貸住宅の２階以上に居住し、身体等の状況により日

常生活を営む上で支障のある65歳以上の者のみの世帯で、次の各号

のいずれにも該当する者のみで構成されるものとする。ただし、生

活保護法（昭和25年法律第144号）による被保護世帯を除く。 

 ⑴ 市内に住所を有する者 

 ⑵ 本人並びに本人と同一の世帯に属する世帯員及び同居の家族の

助成金の交付を受けようとする年度に納付すべき市民税（４月及

び５月においては前年度の市民税）が非課税の者又は全額を免除

されている者 

 （対象となる住宅住み替え） 

第３条 助成の対象となる住宅住み替えは、市内に所在する次の各号

のいずれかの賃貸住宅への住み替えとする。 

 ⑴ エレベーターが設置されている集合住宅 

 ⑵ 前号以外の集合住宅の１階部分 

 ⑶ 戸建て住宅 

（助成の対象となる費用及び助成金の額） 



第４条 助成の対象となる費用は、住み替えに係る費用のうち、引越

しに係る費用及び従前の住居の退去に伴う修繕費用（敷金等充当さ

れる額があるときは、これを控除した額。次項において同じ。）とす

る。 

２ 助成金の額は、前項の費用の額の100分の90に相当する額（100円

未満の端数が生じたときはこれを切り捨てるものとする。）とし、引

越しに係る費用及び従前の住居の退去に伴う修繕の費用それぞれに

つき、90,000円を限度とする。 

 （要件確認） 

第５条 第２条に掲げる要件に該当する世帯で住み替えをしようとす

るものは、新たに入居する賃貸住宅の賃貸借契約の締結前に、市長

に対し、当該要件に該当する世帯であることを証する書類の交付を

求めることができる。 

２ 前項の書類の交付を求めようとする者は、春日井市高齢者賃貸住

宅住み替え助成金交付対象世帯要件確認申請書（第１号様式）を市

長に提出しなければならない。 

３ 第１項の書類は、春日井市高齢者賃貸住宅住み替え助成金交付対

象世帯要件確認通知書（第２号様式）による。 

（申請及び交付決定） 

第６条 引越しに係る助成金の交付を受けようとする者は、春日井市

高齢者賃貸住宅住み替え助成金交付申請書（第３号様式）に次の書

類を添付し、市長に提出しなければならない。 

 ⑴ 第４条第１項に規定する引越しに係る費用の見積書 

⑵ 新たに入居する賃貸住宅の賃貸借契約書又はこれに代わるもの 

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査



し、助成の可否を決定し、春日井市高齢者賃貸住宅住み替え助成金

交付決定通知書（第４号様式）又は春日井市高齢者賃貸住宅住み替

え助成金交付却下通知書（第５号様式）により前項の規定による申

請者に通知するものとする。 

第７条 従前の住居の退去に伴う修繕に係る助成金の交付を受けよう

とする者は、春日井市高齢者賃貸住宅住み替え助成金交付申請書に

次の書類を添付し、市長に提出しなければならない。 

 ⑴ 第４条第１項に規定する従前の住居の退去に伴う修繕費用の明

細書 

⑵ 新たに入居する賃貸住宅の賃貸借契約書又はこれに代わるもの 

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査

し、助成の可否を決定し、春日井市高齢者賃貸住宅住み替え助成金

交付決定通知書又は春日井市高齢者賃貸住宅住み替え助成金交付却

下通知書により前項の規定による申請者に通知するものとする。 

（完了報告） 

第８条 第６条第２項又は前条第２項の規定により助成金の交付の決

定を受けた者は、住宅住み替えが完了したときは、春日井市高齢者

賃貸住宅住み替え助成事業完了報告書（第６号様式）に、住宅住み

替えに係る領収書（次条第２項の規定により受領を委任する場合に

あっては請求書）の写しを添付し、市長に提出しなければならない。 

 （助成金の交付） 

第９条 市長は、第６条第２項又は第７条第２項の決定を受けた者の

請求に基づいて、助成金を交付する。 

２ 第６条第２項又は第７条第２項の決定を受けた者は、助成金の受

領を当該住み替えに係る事業者に委任することができる。 



 （交付決定の取消等） 

第10条 市長は、偽りその他不正の手段等により助成金の交付を受け

た者に対し、第６条第２項又は第７条第２項の決定の全部若しくは

一部を取り消し、又は既に交付した助成金の全部又は一部を返還さ

せることがある。 

 （雑則） 

第11条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定め

る。 

 

附 則 

 この要綱は、平成20年４月１日から施行する。 

 附 則 

１ この要綱は、平成20年９月１日から施行する。 

２ この要綱の施行の際、現に改正前の春日井市高齢者賃貸住宅住み

替え助成金交付要綱の規定に基づいて調製されている用紙類は、改

正後の春日井市高齢者賃貸住宅住み替え助成金交付要綱の規定にか

かわらず、当分の間、そのまま又は所要の訂正をして使用すること

がある。 

 附 則 

１ この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

２ この要綱の施行の際、改正前の春日井市高齢者賃貸住宅住み替え

助成金交付要綱の規定に基づいて調製されている用紙類は、改正後

の春日井市高齢者賃貸住宅住み替え助成金交付要綱の規定にかかわ

らず、当分の間、そのまま又は所要の訂正をして使用することがあ

る。 



  附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の春日井市高齢者賃貸住宅住み替え助成金交付要綱の規定

は、令和７年４月１日以後に申請のあった助成金について適用し、

同日前に申請のあった助成金については、なお従前の例による。 

３ この要綱の施行の際、改正前の春日井市高齢者賃貸住宅住み替え

助成金交付要綱の規定に基づいて調製されている用紙類は、改正後

の春日井市高齢者賃貸住宅住み替え助成金交付要綱の規定にかかわ

らず、当分の間、そのまま又は所要の訂正をして使用することがあ

る。 


